
研修会番号 G0400 

令和３年度長期研修研究発表会実施要項 

１ 目 的 

 本県の教育課題の解決に向けた長期研修員による実践的研究の成果を広く教育関係者に公開し，

その理解と普及を図ることにより，教育活動の充実・発展に資する。 

２ 主 催 

宮城県教育委員会 

３ 対 象 

 県内の公私立の小学校，中学校，義務教育学校，高等学校，特別支援学校の教職員（仙台市立学

校を除く。），教育行政機関の職員，その他所長が参加を認めた者。 

４ 期 日 

令和４年２月８日（火） 

５ 会 場 

宮城県総合教育センター 

名取市美田園二丁目１－４ 

６ 時 程 

※時程，会場，発表内容等については，別紙「時程及び会場」「令和３年度長期研修研究主題・

副題一覧」「令和３年度課題解決研修研究主題・副題一覧」参照。

７ 発表者 

令和３年度 専門研究 （１年間） ２０名 （研究グループごと） 

〃 実践力向上研究（２０日間） １６名 

令和２年度 専門研究 （１年間） １５名 （研究グループごと） 

〃 長期研修員Ａ （６月間） ５名 （紙上発表） 

〃 長期研修員Ｂ （２０日間） １０名 （紙上発表） 

８ その他 

(1) 発表に対する感想・質問等の提出に，タブレット型端末やスマートフォンを活用します。

(2) 新型コロナウイルス感染症の拡大等状況に関する対応について

① 新型コロナウイルス感染症の拡大等の状況により，発表会を中止する場合には速やかに通知

します。また，急遽中止を決定した場合には，発表会当日の朝６時までに総合教育センター

ホームページでお知らせします。

② 国や県の基本的対処方針に応じて発表方法等を変更する場合もありますので承知願います。
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時程及び会場 

時間 内容 第１研修室 第２研修室 第３研修室 第４研修室 

9:45 
～9:55 

 【開会行事】 

10:00 

 

 

 

～10:25 

 

全体会 

専門研究 

各研究グループによる

概要説明 5分間 

専門研究 

１ 外国語教育研究グループ 

２ 道徳教育研究グループ 

３ 理科教育研究グループ 

４ 情報教育研究グループ 

５ 特別支援教育研究グループ  

  

移動 

10:35 

 

 

～11:05 

分科会Ⅰ 

専門研究各グループ 

発表    20 分間 

質疑応答 10 分間 

分科会Ａ 分科会Ｂ 

外国語教育研究グループ 

飯田 明日香 原田 都加  

佐藤 拓也   尾形  和正 

近江  克哉 

道徳教育研究グループ 

阿部 さやか 岡 拓真 
吉田 成行  渡邊 真一 

休憩 

11:15 
 

～11:45 

 
 
発表   20 分間 
質疑応答 10 分間 

分科会Ｃ 分科会Ｄ 

情報教育研究グループ 

佐々木 良彰 山谷 崇文 

及川 竜一  中村  功 

理科教育研究グループ 

中村 早苗 小松 隆  

日野 真介 遠藤 拓海 

昼食・休憩 

12:45 
 

～13:15 

 
発表   20 分間 
質疑応答 10 分間 

特別支援教育研究グループ 

佐久間 健悦  澁谷 真樹子 

遠藤 彰 

  

休憩・移動 

13:30 
 
 
 
 
 

～13:50 

課題解決研修（専門研究） 

５つの研究グループが
今年度の取組を発表 
後，質疑応答 
発表    5 分間 
質疑応答  5 分間 

（会場準備） 
課題研  
外国語教育研究 
グループ 
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情報教育研究 
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道徳教育研究 
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 課題研 

理科教育研究グ

ループ 

休憩・移動 

14:00 

 

～14:15 

分科会Ⅱ 

 

実践力向上研究修員 

各研修員による発表       

10 分間 

参加者との質疑応答 

5 分間 

（15 分×４人） 

分科会① 分科会② 分科会③ 分科会④ 

小／国語 

植田 光貴  

中／社会 

千葉 真史  

小／情報･算数 

山中 大  

中／道徳 

植松 信行 

14:20 

～14:35 

高／国語 

遠藤 睦実 

高／地理歴史 

横山 将 

中／数学 

市川 翔 

中／特別活動 

畑中 麻衣子 

14:40 

～14:55 

小／外国語 

大島 貴志  

小／図画工作 

佐藤 哲平 

小／情報･理科 

福田 圭吾 

支／特別支援教育 

菅原 彩 

15:00 

～15:15 

中／外国語 

長沼 由香里 

小／体育 

佐々木 秀 

中／理科 

大越 健雄 

支／特別支援教育 

佐藤 なほ子 

15:25 
～15:35 

全体会 【閉会行事】 

《課題解決研修（令和２年度 長期研修員）》  ※長期研修Ａ及びＢについては，紙上発表のみ。 

専門研究 (1) 外国語活動研究グループ 髙橋 芳徳  加藤 良典  髙橋 幸恵  阿部 真弓 

(2) 道徳教育研究グループ 佐藤 るみ  佐々木千春 太田 絵美  西井 鮎美 

(3) 理科教育研究グループ 狩野 雅彦  堀田 一真  上長根伸哉 

(4) 情報教育研究グループ 岡本 悠弥  吉岡 英也   

(5) 特別支援教育研究グループ 手代 翼   西堀 慈子 

長期研修Ａ 八木  庸介   鎌田 美沙絵 佐々木 修子  小野寺 紀子  門脇  和歌子 

長期研修Ｂ 菊地 芙美子 佐藤 裕太   佐藤 裕一   尾身 夏輝   後藤 由紀 

井間 律子  宮川 瑞基   浅野 伸一郎  及川 育美   及川 史子 

  



令和３年度長期研修研究主題・副題一覧 

【専門研究】 期間：１年間  

外国語教育研究グル―プ 

氏名 所属校 研究主題・副題 

飯田明日香 蔵王町立宮小学校 

英語で自分の考えや気持ちを伝え合う児童生徒を

育てる授業づくり 

－小・中・高等学校の系統性を踏まえた「話すこ

と[やり取り]」の指導の充実を通して(１年計

画 )－ 

原田 都加 柴田町立船岡小学校 

佐藤 拓也  塩竈市立第二中学校 

尾形 和正  大崎市立鹿島台中学校 

近江 克哉  宮城県松島高等学校 

道徳教育研究グル―プ 

氏名 所属校 研究主題・副題 

阿部さやか  亘理町立亘理小学校 

自己を見つめ,在り方生き方を考える児童生徒を

育てる授業づくり 

－発達の段階に応じた道徳科の指導方法の工夫を

通して－ 

渡邊 真一  石巻市立石巻小学校 

岡  拓真  東松島市立矢本第一中学校 

吉田 成行  宮城県登米高等学校 

理科教育研究グル―プ 

氏名 所属校 研究主題・副題 

中村 早苗  大衡村立大衡中学校 

児童生徒の問題発見・解決能力の育成を目指して 

－科学巡回における STEAM 教育の実践を通して－ 

遠藤 拓海  大崎市立古川第一小学校 

小松  隆  東松島市立矢本第二中学校 

日野 真介  宮城県泉高等学校 

情報教育研究グル―プ 

氏名 所属校 研究主題・副題 

佐々木良彰 富谷市立あけの平小学校 
GIGAスクール時代に求められる児童生徒の情報モ

ラルの育成 

－動画で学べる情報モラル育成パッケージ「#60

秒情報モラル」の作成とその活用の提言を通して

－ 

山谷 崇文  栗原市立金成小中学校 

及川 竜一  気仙沼市立条南中学校 

 中村    功  宮城県石巻西高等学校 

特別支援教育研究グル―プ 

氏名 所属校 研究主題・副題 

佐久間健悦  石巻市立鹿又小学校 

知的障害教育における「育成を目指す資質・能

力」を踏まえた学習指導と学習評価 

－「みやぎ授業づくりガイド」の作成と活用を通

して（１年目／２年計画）－ 

 遠藤   彰  宮城県立光明支援学校 

 澁谷真樹子  宮城県立支援学校女川高等学園 



【実践力向上研究】 期間：２０日間 

氏名 所属校 教科･領域 研究主題・副題 

 山中  大 大河原町立金ケ瀬小学校 
情 報 教 育

（算数科） 

根拠を基に相手に伝える力を育てる指導のあり方 
－算数科における既習事項の活用と数学的な表現の工
夫を通して－ 

 市川  翔 丸森町立丸森中学校 数学科 

生徒が数学的な見方・考え方を働かせながら,知識及
び技能を習得できる授業づくりを目指して 
－数学的な性質を発見させる問題提示と数学的活動の
工夫を通して－ 

 福田 圭吾 名取市立下増田小学校 
情 報 教 育

（理科） 

問題を科学的に解決する児童の育成を目指して 
－ICT を活用した理科の見方・考え方を働かせる指導
の工夫を通して－ 

 畑中麻衣子 名取市立みどり台中学校 特別活動 

自主的・実践的によりよい集団を築こうとする学級づ
くりを目指して 
－課題の設定から振り返りまでの一連の活動における
学習過程の充実を通して－ 

 千葉 真史 富谷市立富谷第二中学校 社会科 
互いに高め合う環境の中で,よりよく考え表現するこ
とのできる生徒の育成 
－社会的事象の因果関係を考察する学習を通して－ 

 長沼由香里 亘理町立吉田中学校 外国語科 

英文を正しく読み取り,自分の考えや意見を持つこと
ができる力を育てる指導の工夫 
－３学年の読み物教材における発問を工夫した段階的
な指導を通して－ 

 植松 信行 松島町立松島中学校 道徳科 

自己を見つめ,道徳的価値についての理解を深める授
業を目指して 
－交流メモの活用から考えの深まりを感じさせる振り
返りの工夫を通して－ 

 植田 光貴 利府町立利府小学校 国語科 

自分の思いや考えを適切に表現することができる児童
の育成 
－読み手を意識した,ICT を活用する「書くこと」の
指導を通して－ 

 大島 貴志 栗原市立若柳小学校 外国語科 
単元のゴールを意識し,英語で自分の思いを伝え合う
ことができる授業を目指して 
－児童が主体的に取り組む学習活動を通して－ 

 大越 健雄 登米市立東和中学校 理科 
理科の見方・考え方を働かせ問題を見いだす力を育む
学習指導 
－イメージマップを用いた課題の設定を通して－ 

 佐々木 秀 石巻市立大街道小学校 体育科 

自ら課題を見付け主体的に課題解決に取り組む児童の
育成を目指して 
－体育科におけるバディシステムを取り入れた授業づ
くりを通して－ 

 佐藤 哲平 石巻市立和渕小学校 図画工作科 

自分の思いを大切にし,見方・感じ方を深め,意味や価
値をつくりだせる児童の育成 
－図画工作科における共通事項を意識した対話型鑑賞
の授業づくりを通して－ 

 横山  将 宮城県涌谷高等学校 地理歴史科 

主体的に歴史を学び,歴史と自己との関わりを追究す
る生徒の育成を目指して 
－単元全体に関わる「見通し・振り返りシート」の活
用を通して－ 

 遠藤 睦実 宮城県迫桜高等学校 国語科 

考えを効果的に表現しようとする力を育成する授業を
目指して 
－視覚的工夫を用いた「書くこと」の学習過程を通し
て－ 

 菅原  彩 宮城県立山元支援学校 
特 別 支 援

教育 

発語のない児童のコミュニケーション手段を広げ,思
いを伝える力を伸ばす指導 
－ICT 機器の活用を通して－ 

 佐藤なほ子 宮城県立名取支援学校 
特 別 支 援

教育 

音や音楽を聴いて自分の思いをもち,自ら表現する授
業を目指して 
－イメージを膨らませる場面づくりの工夫を通して－ 

 

 

 

 



令和３年度課題解決研修研究主題・副題一覧 

【令和２年度長期研修員（専門研究）】  

外国語活動研究グル―プ 

氏名 所属校 研究主題・副題 

髙橋 芳徳 名取市立第二中学校 

自分の思いや考えを伝え合うことができるこども

を育成する外国語科の授業づくり 

―小学校外国語科における目標・指導・評価をつ

なぐ３つの方法の提案を通して（１年計画）― 

加藤 良典 大崎市立三本木小学校 

髙橋 幸恵 登米市立佐沼小学校 

阿部 真弓 宮城県古川黎明高等学校 

 

道徳教育研究グル―プ 

氏名 所属校 研究主題・副題 

佐藤 るみ 角田市立桜小学校 
よりよく生きるための基盤となる道徳性を育む道

徳科の授業づくり 

―「考え，議論する道徳」を目指したサポ―ト

ブックの活用と充実・改善を通して（２年次／２

年計画）― 

佐々木千春 柴田町立船迫中学校 

太田 絵美 多賀城市立城南小学校 

西井 鮎美 大和町立鶴巣小学校 

 

理科教育研究グル―プ 

氏名 所属校 研究主題・副題 

狩野 雅彦 柴田町立槻木中学校 
児童の問題解決の力を育成する理科指導力の向上

を目指して 

―「みやぎ理科支援ナビ」の活用・普及を通して

（２年次／２年計画）― 

堀田 一真 登米市立中田中学校 

上長根伸哉 気仙沼市立階上中学校 

 

情報教育研究グル―プ 

氏名 所属校 研究主題・副題 

岡本 悠弥 利府町立利府中学校 
協働学習・個別学習における児童の情報活用能力

の育成 

―ＩＣＴ活用計画サポ―トパック「＋タブレ・マ

ネージャー」の作成と活用の提言を通して(２年

次／２年計画）― 
吉岡 英也 加美町立西小野田小学校 

 

特別支援教育研究グル―プ 

氏名 所属校 研究主題・副題 

手代   翼 涌谷町立月将館小学校 
高等学校における通級による指導の導入に向けた

実践的研究 

―「高校通級スタ―トパック」の活用を通して

（１年計画）― 
西堀 慈子 宮城県立名取支援学校 

 

 

 

 



【令和２年度長期研修員（長期研修Ａ）】 

氏名 所属校 教科･領域 研究主題・副題 

八木 庸介 利府町立利府小学校 生徒指導 
児童の自己指導能力を高める指導の在り方 
―生徒指導の三機能を生かした取組を通して― 

鎌田美沙絵 大郷町立大郷小学校 算数科 
「数学的な見方・考え方」を働かせ，意欲的に課題解
決に取り組む児童の育成 
―日常生活に即した問題提示の工夫を通して― 

佐々木修子 大崎市立古川第一小学校 教育相談 

教師の気付きを共有し，支援につなぐ教育相談の在り
方に関する研究 
―小・中の引継ぎを視野に入れた教育相談体制づくり
を目指して― 

小野寺紀子 登米市立北方小学校 国語科 
自分の考えを深め，伝え合うことのできる児童の育成 
―「話すこと・聞くこと」の授業づくりと系統的・段
階的な指導の工夫を通して― 

門脇和歌子 石巻市立中里小学校 国語科 
叙述を基に，自分の考えを持つ児童の育成 
―良好な人間関係づくりを土台とした「読むこと」の
単元構想を通して― 

 

【令和２年度長期研修員（長期研修Ｂ）】 

氏名 所属校 教科･領域 研究主題・副題 

菊地芙美子 白石市立東中学校 国語科 
生徒自らがより適切な表現を追求する授業を目指して 
―「書くこと」における学習活動と単元構想の工夫を
通して― 

佐藤 裕太 柴田町立槻木小学校 体育科 

児童が試行錯誤を重ねながら，思考を深める授業を目
指して 
―運動との多様な関わりを意図的に取り入れた実践を
通して― 

佐藤 裕一 亘理町立亘理中学校 国語科 
自分の考えをよりよく伝えられる授業を目指して 
―言語活動の指導の工夫(練り合い)を通して― 

尾身 夏輝 多賀城市立多賀城小学校 算数科 
「みんなで考えたから分かった」と実感できる算数の
授業を目指して 
―一斉指導における話合いの指導の工夫を通して ― 

後藤 由紀 仙台市立錦ケ丘小学校 音楽科 

音楽の生み出すよさや面白さを学び合いながら味わっ
て聴く授業を目指して 
―音楽を形づくっている要素を手掛かりにした学びの
工夫― 

井間 律子 富谷市立日吉台小学校 特別活動 
多様な考えを認め合う児童の育成を目指して 
―学級活動における合意形成までの話合い活動の工夫
を通して― 

宮川 瑞基 大崎市立鹿島台中学校 数学科 

根拠を明確にしながら自分の考えを数学的に表現でき
る生徒を育成する授業を目指して 
―数学的な見方・考え方を働かせる発問の工夫を通し
て― 

浅野伸一郎 石巻市立石巻中学校 道徳科 

言語活動の充実を図り，多面的・多角的な考えを引き
出せる授業を目指して 
―自分と他者とのつながりが残る道徳ノ―トの活用を
通して― 

及川 育美 女川町立女川中学校 道徳科 
自己を見つめ，多様な考えに触れながら道徳的価値に
ついて考える授業を目指して 
―多面的・多角的に考えさせる発問の工夫を通して― 

及川 史子 南三陸町立戸倉小学校 外国語科 
主体的に英語で自分の考えや気持ちを伝え合う授業を
目指して 
―３つの対話活動を取り入れた単元構成を通して ― 

 



 重要  

研修会受講者の皆さんへ 

新型コロナウイルス感染症対策に関するお知らせ 

宮城県総合教育センター 

 

新型コロナウイルス感染症対策のため，以下の点に十分留意し研修に

参加するようお願いします。 

 

【研修会 前日まで】 

次に該当する場合は，受講をご遠慮ください。 

○ 感染者又は濃厚接触者である疑いがある場合 

○ 校内で陽性者が発生し学校休校措置の場合 

○ 校内のＰＣＲ検査対象者の結果が陰性と確認されていない場合 

○ 発熱や風邪症状（咳，倦怠感，味覚・嗅覚の異常等）がある場合 

【研修会 当日】 

○ 研修会当日の朝に検温と体調の確認をお願いします。 

→ ３７．５度以上の場合は，参加できません。 

→ 発熱や風邪のような症状を感じた場合も，参加できません。 

○ マスクの使用など咳エチケットに十分に留意してください。 

○ 感染症の拡大等で研修会が実施できない場合は，午前６時３０分ま

でに当センターFacebook（当センターホームページから確認可能）に

てお知らせしますので，確認をお願いします。 

【研修会 終了後】 

○ ２週間以内に，感染症の症状やその疑いがある場合は，所属長を通

じて速やかに研修会担当まで連絡いただくようお願いします。 

 

当センターでは，新型コロナウイルス感染症防止のため，以下の事項に

留意し保健管理や環境衛生を良好に保つよう研修会運営に務めます。 

➀ 研修室の換気に留意する 

➁ 多くの人が手の届く距離に集まらないように配慮する 

➂ 近距離での会話や大声での発声をできるだけ控える  

 

担当：企画推進班 

電話：０２２－７８４－３５４８ 



 

様式６ 

                    大学用（記入不要） 

［宛て先］ 

 

宮城県総合教育センター所長 

宛て 

（研究推進第一班扱い） 

 

 

［件名］ 

 

令和３年度 長期研修 

研究発表会について（回答） 

令和 年  月  日 

［大学名］ 

                

［担当部署］ 

                

［担当者］（職・氏名） 

                

 

 参加希望者は，次のとおりです。 

 

№ 所属名 氏名 
分科会

※１
 

電子メールアドレス
※２

 備考 
Ⅰ Ⅱ 

例 国際学部教養学科 杜下 関郎 A・C ④ ◇◇◇◇◇@×××.×．×  

１        

２       

３       

４       

５       

６       

 

 

  ※１ 主に参加を希望する分科会記号・番号を記入願います。 

  ※２ 研究発表会についての情報提供を必要に応じて行いますので，参加者それぞれの電子メ

ールアドレスを記入願います。 
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